2010年4月6日（火）　

日本財団記者懇談会
ASEAN事務局と日本財団の包括業務提携に基づく諸事業について
　　
日本財団は、2008年6月、インドネシアの首都ジャカルタにおいて東南アジア諸国連合（ASEAN)事務局と5年間の包括業務提携を結びました。今回の提携はASEANが民間団体と結ぶ初めてのもので、海洋の安全保障、ハンセン病患者・回復者の尊厳回復、国際的なネットワーク構築と人材育成、プライマリーヘルスケアのための伝統医療の活用および代替・補完的医療の推進、障害者の社会参画の推進など、5つの柱を軸にしています。ASEAN事務局及び日本財団は戦略的パートナーとして、これらの軸をもとに双方の目的を推し進めるプロジェクトを共同で企画、実施しています。
上記提携の一環として、今年度は下記の事業を予定しています。
関連事業紹介
(1) 障害者フォーラムの設置

2008年の国連「障害者の権利条約」発効を受け、障害者支援は今、障害者擁護のチャリティーアプローチから社会参画を促す権利アプローチへと移行されている。

日本財団は、ASEAN事務局、障害者インターナショナル・アジア太平洋事務局※と連携し、障害者の社会参画を推進するフォーラムの設置を予定している。フォーラムには、各国政府と障害者団体のみならず、産業界などより広い地域コミュニティの参加も促し、障害者の社会参加を推進したいと考えている。

※障害者インターナショナル・アジア太平洋事務局：カナダに本部を持ち、120カ国が加盟する国際的な障害当事者団体の地域事務局。タイ、バンコクにオフィスを持つ。
(2) ハンセン病患者・回復者の社会参画支援
ASEAN加盟10カ国において公衆衛生上の問題としてのハンセン病制圧※は達成されたものの、同地域における年間の新規患者は約25,000人（2008年）を数え、またハンセン病患者・回復者に対する社会的差別の問題は解決されていない。本事業は、ハンセン病患者・回復者とその家族が真の社会復帰を果たし、尊厳ある人生を送ることができるよう、当事者のエンパワメントおよび社会啓発を行う。

1年目はパイロット事業としてインドネシアの当事者団体「ペルマタ」に支援を行った。2年目はASEAN各国で患者・回復者が置かれている状況についての基礎調査を行い、当事者団体等からプロジェクトを公募し支援を行うとともに、当事者団体間の国際的ネットワークの構築を目指す。

※ハンセン病制圧：人口1万人あたりの患者数が1人未満の状態を指す。
(3) 伝統医療会議の開催
ASEAN加盟国間のプライマリーヘルスケアの促進に係る伝統医療分野での情報、経験、専門知識の共有を促進することを目的に、国際会議を開催している。
2009年8月にバンコクで開催された第1回会議には、ASEAN10カ国に加え、日本、韓国、中国、インド、スリランカ、ネパールより、関係者約200名が参加した。伝統医療分野における研究開発に関し、加盟国間の協力による枠組み及び作業計画の作成に重点を置き、日本財団がモンゴル、タイ、ミャンマーにおいて支援中の「伝統医療置き薬システム」についてのディスカッション、統合医療としての伝統医療の活用促進においてNGOが果たす役割、伝統医療の知識の保護について、ディスカッションがなされた。会議最終日にはASEAN加盟国、ASEAN事務局、日本財団の協力体制のもと、伝統医療を活用しプライマリーヘルスケアを推進していくことを約束するバンコク宣言が採択された。
第2回会議はベトナムハノイにて2010年10月31日～11月2日の開催を予定している。
(4) ASEANオーケストラによるコンサート開催
ASEAN各国の音楽家から成るオーケストラを組成。2010年のASEAN議長国であるベトナムにて、ASEANサミット(10月29日～31日)のタイミングに合わせクラシック・コンサートを開催する予定である。
ASEAN地域にはオーケストラを持つ国もあるが、楽団員の多くが欧米から来た外国人である場合も少なくない。一方、ベトナムには自国民で構成されるオーケストラが5団体あり、クラシック愛好家の層も厚い。ベトナムがASEAN議長国となる今年、ASEAN国民によるオーケストラを組成し、同地域の連携と一体感を創出することは大きな意義があると考えられる。

コンサートの指揮は、ベトナムをはじめ多くの途上国でオーケストラの再建・育成に寄与してきた日本人指揮者、福村芳一氏※である。ASEANオーケストラの楽団員は約80人、うち60人はベトナムから、20人はASEAN加盟残り9カ国より1カ国2～3人の割合でオーディションにて選抜される。
※福村芳一（ふくむらよしかず）氏：京都市交響楽団、名古屋フィルハーモニー、BBC交響楽団等、日本やヨーロッパをはじめとする世界各地の主要オーケストラを指揮。また、NHK「世界の音楽」や「紅白歌合戦」、テレビ朝日「題名のない音楽会」、TBS「オーケストラがやって来た」、フジテレビ「感動エクスプレス」等テレビやラジオにも多数出演。現在は途上国の音楽振興に携わり、1995年にはキューバ政府より、1998年にはベトナム政府より、各国立交響楽団への長年の貢献を称えられ、文化功労勲章を授与されている。
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